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平成22年６月４日 

各    位 
会 社 名   株式会社フォーバル      
代表者名   代表取締役会長兼社長  大久保 秀夫 

（ＪＡＳＤＡＱ ・ コード番号８２７５） 
問合せ先   取締役管理本部長      加藤   康二 

電    話  ０３-３４９８-１５４１ 
 
 

（訂正・数値データ訂正あり）「平成22年３月期決算短信」の一部訂正について 

 
 平成22年５月20日に発表いたしました「平成22年３月期決算短信」の記載内容に一部訂正すべき事項があ

りましたので、下記のとおりお知らせします。訂正箇所は   線で示しております。 

なお、訂正後の数値データにつきましてもあわせて添付しております。 

 

記 

 

【訂正箇所】 

 

□ １ページ １．22年３月期の連結業績（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

＜訂正前＞ 

（3）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 1,112 327 △796 3,355 

 

＜訂正後＞ 

（3）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 1,132 308 △796 3,355 
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□ ４ページ １．経営成績 (2) 財政状態に関する分析 ② キャッシュ・フローの状況 

＜訂正前＞ 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は1,112百万円（前期比6.3％減）でした。これは主に、経常利益477

百万円に加え、資金支出のない費用である減価償却費371百万円、のれん償却額168百万円、退職給付

引当金の増加額113百万円等があったためです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

投資活動の結果獲得した資金は327百万円（前期は163百万円の支出）でした。これは主に、投資有

価証券の売却による収入305百万円等があったためです。 

 

＜訂正後＞ 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動の結果獲得した資金は1,132百万円（前期比4.7％減）でした。これは主に、経常利益477

百万円に加え、資金支出のない費用である減価償却費371百万円、のれん償却額168百万円、退職給付

引当金の増加額113百万円等があったためです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果獲得した資金は308百万円（前期は163百万円の支出）でした。これは主に、投資有

価証券の売却による収入305百万円等があったためです。 

 

□ ５ページ １．経営成績 (2) 財政状態に関する分析 （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

＜訂正前＞ 

 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期

自己資本比率（％） 37.1 26.0 29.3

時価ベースの自己資本比率（％） 22.2 14.2 21.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） － 2.5 2.2

インタレスト・カバレッジ・レシオ － 19.5 31.9

 

＜訂正後＞ 

 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期

自己資本比率（％） 37.1 26.0 29.3

時価ベースの自己資本比率（％） 22.2 14.2 21.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） － 2.5 2.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ － 19.5 32.5
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□ 14ページ ４．連結財務諸表（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

＜訂正前＞ 
（単位：千円）

     前連結会計年度 当連結会計年度 

(自 平成20年４月１日 (自 平成21年４月１日 

至 平成21年３月31日) 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前当期純損失（△） △1,237,346 674,603 

（省略） 

たな卸資産の増減額（△は増加） 92,830 24,872 

（省略） 

その他 297,775 △16,435 

小計 1,348,151 1,180,528 

（省略） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,188,151 1,112,911 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

（省略） 

その他 18,253 16,118 

投資活動によるキャッシュ・フロー △163,720 327,338 

（以下省略） 
 
＜訂正後＞ 

（単位：千円）

     前連結会計年度 当連結会計年度 

(自 平成20年４月１日 (自 平成21年４月１日 

至 平成21年３月31日) 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△1,237,346 674,603 

（省略） 

たな卸資産の増減額（△は増加） 92,830 11,124 

（省略） 

その他 297,775 16,593 

小計 1,348,151 1,199,808 

（省略） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,188,151 1,132,191 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

（省略） 

その他 18,253 △3,161 

投資活動によるキャッシュ・フロー △163,720 308,058 

（以下省略） 
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□ 31ページ （有価証券関係） 

当連結会計年度 

１．その他有価証券（平成22年３月31日）  

＜訂正前＞ 

 
種類 

連結貸借対照表計

上額（千円） 

取得原価 

（千円） 
差額（千円） 

(1)株式 1,620,770 87,788 1,532,982

(2)債券  

 ①国債・地方債等 － － －

 ②社債 － － －

 ③その他 － － －

(3)その他 － － －

連結貸借対照表計

上額が取得原価を

超えるもの 

小計 1,620,770 87,788 1,532,982

(1)株式 13,105 14,999 △1,894

(2)債券  

 ①国債・地方債等 － － －

 ②社債 － － －

 ③その他 － － －

(3)その他 － － －

連結貸借対照表計

上額が取得原価を

超えないもの 

小計 13,105 14,999 △1,894

合計 1,633,876 102,788 1,531,088

（注）非上場株式等（連結貸借対照表計上額 935,554 千円）については、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。 

 

２．当連結会計年度中に売却したその他の有価証券（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

種類 
売却額 

(千円) 

売却益の合計額 

(千円) 

売却損の合計額 

(千円) 

(1) 株式 13,051 269,272 31,232

(2) 債券 

 ①国債・地方債等 － － －

 ②社債 － － －

 ③その他 － － －

(3) その他 － － －

合計 13,051 269,272 31,232
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＜訂正後＞ 

 
種類 

連結貸借対照表計

上額（千円） 

取得原価 

（千円） 
差額（千円） 

(1)株式 1,620,770 87,788 1,532,982

(2)債券  

 ①国債・地方債等 － － －

 ②社債 － － －

 ③その他 － － －

(3)その他 － － －

連結貸借対照表計

上額が取得原価を

超えるもの 

小計 1,620,770 87,788 1,532,982

(1)株式 12,338 15,349 △3,011

(2)債券  

 ①国債・地方債等 － － －

 ②社債 － － －

 ③その他 － － －

(3)その他 － － －

連結貸借対照表計

上額が取得原価を

超えないもの 

小計 12,338 15,349 △3,011

合計 1,633,109 103,138 1,529,971

（注）非上場株式等（連結貸借対照表計上額 936,322 千円）については、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。 

 

２．当連結会計年度中に売却したその他の有価証券（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

種類 
売却額 

(千円) 

売却益の合計額 

(千円) 

売却損の合計額 

(千円) 

(1) 株式 300,075 269,272 31,232

(2) 債券 

 ①国債・地方債等 － － －

 ②社債 － － －

 ③その他 － － －

(3) その他 － － －

合計 300,075 269,272 31,232

 

 

以上 


